
　
地
震
は
、
あ
る
日
突
然
、
私
た
ち

に
襲
い
か
か
り
ま
す
。
地
震
が
も
た

ら
す
被
害
か
ら
生
き
延
び
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
市
危

機
管
理
課
の
山
崎
雅
樹
課
長
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

自
助
が
共
助
に
つ
な
が
る

　

防
災
は
「
自
助
」
が
基
本
で
す
。

自
分
が
助
か
ら
な
け
れ
ば
、
家
族
や

隣
人
を
助
け
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
る
た

め
の
備
え
や
、対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
近
所
の
人
と
良

好
な
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
も
重

要
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
災
害
発

生
時
、
円
滑
な
共
助
の
態
勢
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

公
助
に
は
限
界
が
あ
る

　
平
成
25
年
６
月
、
静
岡
県
は
第
４

次
地
震
被
害
想
定
（
第
１
次
報
告
）

を
公
表
し
ま
し
た
。
発
生
頻
度
は
極

め
て
低
い
が
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
考
慮
し
た
「
レ
ベ
ル
２
」
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
本
市
は
震
度

７
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
死
者
は
最
大

で
約
２
１
０
０
人
に
上
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
、
消
防
署
、
消
防
団

な
ど
の
公
的
な
防
災
関
係
機
関
は
、

全
力
で
災
害
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
人
数
は
、
市
の
人
口

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
教
訓

　
地
震
大
国
、
日
本
。
日
本
の
観
測

史
上
、
震
度
７
の
地
震
は
６
回
発
生

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
３
回
は
、
過

去
８
年
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
６
日
午
前
３
時
８
分
。
北
海

道
胆い

振ぶ
り

地
方
中
東
部
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
、
厚あ

つ

真ま

町
で
震
度

７
を
観
測
。
死
者
35
人
、
け
が
人
は

６
０
０
人
以
上
で
、
４
千
人
以
上
が

余
震
に
お
び
え
な
が
ら
避
難
所
で
生

活
し
て
い
ま
す（
９
月
８
日
現
在
）。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
日
本
の
観

測
史
上
最
大
の
Ｍ
９
を
記
録
。
大
き

な
揺
れ
と
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

大
津
波
に
よ
り
、
死
者
は
２
万
人
近

く
に
上
り
、
今
も
な
お
、
２
５
０
０

人
を
超
え
る
人
が
行
方
不
明
の
ま
ま

で
す
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
。
２
５
０
人
以

上
の
死
者
が
出
た
ほ
か
、
８
５
０
０

棟
を
超
え
る
家
屋
が
全
壊
し
ま
し
た
。

　

大
自
然
の
力
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
猛
威
を
前
に
、
被
害
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
て
も
、
私

た
ち
の
行
動
次
第
で
被
害
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

特
集
巨
大
地
震
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
の
個
人
の
備
え

い
つ
か
必
ず
揺
れ
る
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